
令和７年度 西念寺報恩講のご案内 

報恩講は親鸞聖人滅後、門弟たちが親鸞聖人の御命日にお勤めをしたことに始まります。当時は「報

恩講」と称していませんでしたが、宗祖三十三回忌の際には、第三代覚如上人が『報恩講私記』（式文）

をお作りになって法要の次第を調えられ、後に覚如上人の子・存覚上人が『歎徳文』をお作りになって法

要の次第に加えられました。そして第八代蓮如上人の頃には、各地の寺院・道場でも広く勤まるようになり

ました。 

インドの祇園精舎を建立したスダッタ長者の物語の一節です。前世の知友

が神となって現れ彼に語りかけました言葉です。お釈迦様は自体満足といわ
れ「１分の１」の満足、私どもは外のもので満足しようとする「１６分の１」の不満

足。奪い合い争いあって「１６分の２」になったところで満足しないのだと教えられ

ます。「１分の１」のお心に触れた時、私どもは「１６分の１」に安んじて生きる人
生が開かれてくるのではないでしょうか。真宗の原点は報恩講と言われます。ご

一緒に聴聞できれば幸いです。                 住職 鈴木啓介 

◇11 月 16 日(日) 午後 1 時 30 分～午後 4 時 

    大逮夜、法話 2 席 

◇11 月 17 日(月) 午前 10 時～正午まで 

         満日中、法話１席、法要後におとき 
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